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津和地島 怒和島
中島

睦月島 鹿島

野忽那島

二神島 釣島

興居島 高浜港

N 安居島

　
興
居
島
の
南
部
に
あ
る
小
高
い

山
・
伊
予
小
冨
士
は
、
そ
の
姿
が

優
美
で
、
地
元
で
は
親
し
み
を
込

め
て
小こ

ふ

じ

さ

ん

冨
士
山
と
呼
ん
で
い
る
ん

だ
。
瀬
戸
内
航
路
で
は
、
松
山
入

港
の
目
印
に
も
な
っ
て
い
る
ん
だ

よ
。
ま
た
昔
か
ら
か
ん
き
つ
類
の

栽
培
が
盛
ん
で
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
有
名
な
興
居
島
ミ
カ
ン
・
興
居

島
い
よ
か
ん
は
、
味
が
濃
く
、
と

て
も
甘
く
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
ん
だ

よ
ね
。

島
の
宝
「
船
踊
り
」

　
島
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
で
、
県

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
「
船
踊
り
」。
今
か
ら
千

年
以
上
前
、
伊
予
水
軍
の
勢
力
が

強
か
っ
た
こ
ろ
、
興
居
島
に
凱が

い
せ
ん旋

し
た
戦
士
ら
が
、
島
民
の
歓
迎
に

応
え
て
、
戦
い
の
様
子
を
船
上
で

身
振
り
手
振
り
で
伝
え
た
の
が

起
源
と
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
こ

の
踊
り
は
毎
年
、
船
越
地
区
の

和わ

け

ひ

め

気
比
賣
神
社
の
秋
祭
り
に
奉

納
さ
れ
て
い
て
、
２
隻
の
台
船

の
上
に
舞
台
を
作
り
、
そ
こ
で

歌
舞
伎
か
ら
取
り
入
れ
た
「
忠

臣
蔵
」「
曽
我
兄
弟
」「
伊
予
水

軍
」な
ど
が
演
じ
ら
れ
る
ん
だ
。

し
ま
は
く
の
時
に
は
「
薪

た
き
ぎ

船
踊

り
」
と
い
っ
て
、
夜
、
神
社
の

境
内
で
開
催
さ
れ
た
ん
だ
け

ど
、
武
者
た
ち
の
勇
壮
な
立
ち

回
り
に
感
動
し
た
よ
。

あ
っ
た
か
ー
い

「
島
四
国
め
ぐ
り
」

　
島
が
ミ
カ
ン
の
花
の
香
り
に

包
ま
れ
る
４
月
の
20
日
・
21
日

に
は
毎
年
「
島
四
国
め
ぐ
り
」

が
行
わ
れ
る
ん
だ
。
由
良
の
観

音
寺
に
あ
る
一
番
札
所
を
出
発

し
、
船
越
・
泊
方
面
か
ら
沿
岸

を
歩
き
、
島
を
一
周
し
て
、
再

び
観
音
寺
に
あ
る
八
十
八
番
札

所
へ
戻
っ
て
く
る
ん
だ
。
島
四

国
八
十
八
カ
所
を
巡
拝
す
る

と
、
四
国
八
十
八
カ
所
の
巡
拝

と
同
じ
御
利
益
が
あ
る
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。
こ
の
２

日
間
は
、
島
の
人
た
ち
が
お
遍

路
さ
ん
を
温
か
く
も
て
な
し
て

く
れ
る
か
ら
、
み
ん
な
ぜ
ひ
一

度
お
参
り
し
て
み
て
ね
。

■
「
ご
ご
し
ま
自
由
探
訪
」
レ
ン

タ
ル
自
転
車
用
意
し
ま
し
た
！

【
期
間
】
３
月
１
日
㈭
〜

【
内
容
】
①
由
良
港
②
泊
港
で
自

転
車
の
貸
し
出
し
▼
①
＝
大
人
用

４
台
・
子
供
用
２
台
②
＝
大
人
用

４
台

【
料
金
】
１
台
５
０
０
円
。
利
用

時
に
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
が
必
要
。
確
認

で
き
な
い
場
合
は
保
証
金
１
０
０

０
円
（
終
了
時
に
返
金
）
が
必
要

【
申
し
込
み
】
利
用
日
の
前
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
ま
で

の
９
〜
16
時
に
、
電
話
で
㈱
ご
ご

し
ま
☎
961
２
０
３
４
へ

■
小
冨
士
山
登
山
と

ご
ご
し
ま
ウ
ォ
ー
ク

【
日
時
】
４
月
３
日
㈫
▼
９
時
20

分
高
浜
港
発
泊
港
行
き
フ
ェ
リ
ー

に
乗
船
。
解
散
は
15
時
30
分
由
良

港【
内
容
】
小
冨
士
山
登
山
（
約
２

時
間
）
↓
昼
食
（
し
お
か
ぜ
公
園
）

↓
島
内
ウ
ォ
ー
ク

※
雨
天
時
は
小
冨
士
山
麓
め
ぐ
り

【
定
員
】
20
人
程
度
（
先
着
順
）

【
料
金
】
２
０
０
０
円
（
昼
食
・

お
土
産
付
き
）

【
申
し
込
み
】
参
加
希
望
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
、
電
話
で
ご
ご
し

ま
里
山
作
り
グ
ル
ー
プ
（
池
本
）

☎
961
２
８
４
０（
21
時
ま
で
）へ

江戸時代から続く「島四国めぐり」

海上を舞台に武者が舞う「船踊り」

知
っ
ト
コ
！

行
っ
ト
コ
！ 

里
島 

⑧
（
興ご

ご居
島し

ま

）

DISCOVER魅力を発見 島
R ITOU里

しまぼう

里
島
紹
介
の
最
終
回

を
飾
る
の
は
、
興
居
島
。

自
然
の
恵
み
い
っ
ぱ
い

の
島
だ
よ
。

里
島
め
ぐ
り

ご
ご
し
ま
で

 

走
ろ
う
！

　

 

歩
こ
う
！

帰りの
旅客船賃
無　料

・
近
く
に
広
場
が
な
い
た
め
、
町

内
会
活
動
が
で
き
る
公
園
を
整
備

し
て
ほ
し
い

・
狭
い
道
路
が
多
い
の
で
整
備
に

力
を
入
れ
て
ほ
し
い

・
高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
人

材
の
育
成
を
し
て
ほ
し
い

・
低
所
得
の
高
齢
者
が
安
心
し
て

入
居
で
き
る
老
人
施
設
を
整
備
し

て
ほ
し
い

※
抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す参

加
者
募
集

第
22
回
＝
清
水
地
区

住
民
の
声

・
石
手
川
河
川
敷
を
み
ん
な
が
集

え
る
場
所
に
整
備
し
て
ほ
し
い

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

地
域
で
市
長
と
話
そ
う
！

No.17

素鵞
地区
素鵞
地区

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

地
域
で
市
長
と
話
そ
う
！

参加者
募集
参加者
募集

１
月
27
日
開
催
・
素
鵞
公
民
館
・
参
加
者
71
人

【
日
時
】
４
月
27
日
㈮
19
時
〜
20

時
30
分

【
場
所
】
清
水
公
民
館
（
清
水
町

三
丁
目
）
２
階
大
会
議
室

【
対
象
】
清
水
地
区
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

【
定
員
】
80
人
程
度

【
申
し
込
み
】
３
月
15
日
㈭
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
ｅ
メ
ー
ル
で
、
参
加
申
込
書

（
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
〈
市

役
所
本
館
９
階
〉・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
）
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
勤
務
先

（
学
校
名
）、
市
長
と
話
し
た
い
こ

と
を
書
い
て
、
〒
790
８
５
７
１

市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
課

zichi@
city.matsuyama.ehime.

jp

へ

　
素
鵞
地
区
は
、
石
手
川
の

南
に
位
置
す
る
人
口
１
万
９

８
６
２
人
、
世
帯
数
1
万
８

０
７
世
帯
（
２
月
１
日
現

在
）。
戦
前
は
農
村
地
域
で

し
た
が
、
中
心
市
街
地
に
近

く
交
通
の
便
も
よ
い
こ
と
か

ら
宅
地
化
が
進
み
、
市
内
で

も
人
口
の
多
い
地
区
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
素
鵞
」
の
名
の
由
来
は
、

地
区
内
に
あ
る「
素
鵞
神
社
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
地
区
に
は
国
道
11
・
33

号
が
走
る
ほ
か
、
石
手
川
上

流
か
ら
順
に
新
立
橋
、

永
木
橋
、
中
村
橋
、
立

花
橋
、
末
広
橋
の
5
つ

の
橋
と
伊
予
鉄
横
河
原

線
の
石
手
川
鉄
橋
が
架

か
り
、
石
手
川
を
越
え

る
交
通
の
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
石
手
川

に
あ
る
公
園
は
、現
在
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
整
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　
地
区
の
代
表
的
な
偉
人
に

加
藤
拓
川
（
本
名
、
恒
忠
）

と
和
田
重
次
郎
が
い
ま
す
。

加
藤
は
正
岡

子
規
の
叔
父

で
、
外
交
官

と
し
て
活
躍

後
、
第
5
代

松
山
市
長
に

就
任
。
陸
軍

か
ら
城
山
公

園
の
払
い
下

げ
を
受
け
市
民
に
開
放
し
た

ほ
か
、
松
山
高
等
商
業
学
校

（
現
、
松
山
大
学
）
の
設
立

に
尽
力
し
ま
し
た
。
和
田
は

ア
メ
リ
カ
に
渡
り
ア
ラ
ス
カ

開
拓
の
先
駆
者
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。
出
身
地
の
日
の

出
町
の
石
手
川
河
川
敷
に
顕

彰
碑
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
、

和
田
の
生
き
ざ
ま
に
共
感
を

持
つ
人
は
多
く
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
948
６
３
８

３
・

934
３
１
５
７
へ

地区の課題を話す参加者

「誇れる」地域の宝
～まちのいいとこ～

素 鵞 編

石手川河川敷に建つ和田重次郎像

地区名の由来といわれる「素鵞神社」

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
島
支

所
☎
997
１
８
４
１
・

997
１
５

８
５
へ


